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泉

義

一

九
一

七

年
十
一

月

七

日

(

蕾
暦
十
月

廿
四

日
)

ケ

レ

ン

ス

キ

ー

政

府
が

崩
壊
し

て
､

政

権
を

挺
つ

た
ポ

ル

シ
ェ

ヴ
ィ

ー

ク

は
､

レ

ー

ニ

ン

の

指
導
下

に

社
食
主

義
開
口

シ

ア

の

建
設
を

進
め
､

十
二

月

十
四

日

全

銀
行
組
織
の

国
有
令

藍
且

布
し

た
｡

こ

れ

は

社
食
主

義
経
済

化
の

基

礎
手

段
と

し

て

非
常
に

重
要

な

意
義
と

力

と

を

認
め

ら

れ

た

も
の

で

あ
つ

て
､

垂

私
立

銀
行
は

そ
の

資
産
及
び

負
債
の
一

切

を

以

て

国
立

銀
行
に

吸

収

さ

れ
､

私
立

銀

行
は

そ
の

ま
1

国
立

銀
行
の

支

店
と

な
つ

た
｡

一

九
一

八

年
､

国
立

銀
行
は

人

民
銀
行
と

改

解
せ

ら

れ
､

同

年
中

更
に

相
互

信
用

組
合
､

外
国
語
銀

行
､

都
市
公
共

銀
行
､

私
立

農
業
銀
行
の

清
算
､

越
え
て
一

九
一

九

年
に

は

都
市
及
び

直

信
用

組
合
等
の

清
算
が

行
は

れ

た
｡

こ

の

清
算
は

あ

ら

ゆ
る

手

持

資
金

を

人

民
銀
行
に

引

渡
す
こ

と

に

よ

つ

て

行
は

れ
､

か

く
し

て
一

ケ

年
有

徐
の

問
に
､

相
嘗
の

困
難
と

戟
ひ

な

が

ら

銀
行
の

国
有
化
が

完
成
さ

れ

た
の

で

あ

る
｡

し

か
し

革
命
に

揖
く
戦
時
共

産
主

義
時
代

に

は
､

列

強
の

武
力
的
､

経
済
的
磨
迫
､

国
内

戦
の

勃
蟄
に

よ
つ

て

産
業
は

ま

す

′

＼
萎
靡

†
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し
､

紙
幣
は

そ
の

濫
蟄
に

よ

つ

て

殆

ん

ど

無
償

倍
化
し
､

し
か

も
物
資
の

配

給
は

切

符
制
度
に

よ

つ

て

政

府
の

手

に

よ

り

行
は

れ

た
の

で
､

銀
行
は

茸

際
上

宿
動
の

除
地

を

失
ひ
､

､
蟄
券
乗
務
を

滝
承

し

た

人

民

銀
行

は

殆
ん

ど

造
幣
局
と

化
し
､

一

九
二

〇

年
一

月

に

は

途

に

財

務

人

民
委

員
部
の

中
央

線
算
決

済
局

に

合
併
さ

れ
て

し

ま
つ

た
｡

次
い

で

資
本
主

義
制
度
の

部
分

朗

採
用

を

な
せ

る

新
控

酵
政

策
時
代
に

至
つ

て
､

再

び

銀
行
の

意
義
が

認
め

ら

れ
､

一

九
二
一

年
十
月
､

人

民
銀

行
は
ロ

シ

ア

社
食
主

義
ソ

ヴ
ェ

ー

ト

共

和

国
聯
邦
国
立

銀
行
と

な
つ

て

復
活
し
､

一

九
二

二

年
十
月
に

は

国
立

銀
行
券

敢
行
の

特

権
が

輿
へ

ら

れ
､

戦
前
の

十
金

ル

ー

ブ

ル

に

あ

た
る

チ
ェ

ル

ヴ
ォ

∴
ネ
ッ

ツ

な
る

新
貨
幣
を

蟄
行
す
る

こ

と
1

な
つ

た
｡

そ
の

結

果
､

新
チ

エ

ル

ヴ
ォ

ネ
ッ

ツ

貸
簡
と

古
い

ソ

ヴ
ェ

ー

ト

紙
幣
と

が

相

並

ん
で

流
通
す
る

に

至
つ

た
が
､

政

府
は

極
力

嘗
紙
簡
の

国
政

と

新
貨
幣
の

普

及

に

努
め
､

途

に

い

は

ゆ
る

『

一

九
二

四

年
の

幣
制
改
革
』

に

ょ
つ

て

従
来
の

リ

グ
ェ

ー

ト

紙
幣
の

蟄
行
な

ら
ぴ

に

流

通

を

禁
止

し
､

同

時
に

チ
エ

ル

グ
ォ

ネ
ッ

ツ

流
通

額
と
一

定

割

合
を

保
つ

て

国
庫
紙

幣
を

新
に

蟄
行
し

得
る

こ

と
ゝ

し

た
｡

国
庫

貨
幣
は

別
と

し
て
､

蟄
券
樟
を

猫
占
的
に

輿
へ

ら

れ
た

国
立

銀
行
は
､

ソ

聯
邦
経

済
が

復
興

し
､

貨
幣
が

安

定
し
､

相

磯
ぐ
特
殊

銀
行
の

設
立

に

ょ
つ

て

信
用

餞
系
が

垂
ふ

に

従
ひ
､

ま

す

ノ
～

そ
の

重
要

性

を

高
め
､

一

九
二

七
年
に

は

重

信
用

環
系
の

中
核
と
し

て

そ

の

指

導
的
役
割
を

認
め

ら

れ
､

諸
信
用

横
国
の

活
動
を

統
制
す
る

横
能
を

輿
へ

ら

れ

た
｡

し

か

る

に

新
経

済
政

策
時
代

を

脱
し
て
､

一

九

二

八

年
秋
か

ら
の

第
一

次

五
ケ

年
計
量

時
代
に

入
る

や
､

祀
合
主

義
計
量

経
済
進
展
の

た

め
の
､

ま

た

進
展
の

茸
情
に

應

ず
る

信
用

制

度

の

攣
革
が

要

求

せ

ら

れ
､

一

九

三

〇
金

工

月
＼

こ

れ

ま
で

の

商
業
手

形
に

よ

る

信
用
の

授
受

卸
ち

商
巣
信
用

を

撤
慶

し
て
､

一

切
の

信
用

は

直
接
銀
行
を

通
じ
て

行
ふ

銀
行
信
用
に

代
へ

ら

れ

た
｡

計
蓋

経

済
の

蟄
展
と

信
用

制
度
と
の

矛
盾
を

克
服

す
る

た

め
の

こ

の

信
用

改
革

36

は

正

に

劫
射
的
な

も
の

で
､

こ

p

改
革
に

お
い

て

短

域
信
用

巣
務
は

国
立

銀
行
に

集
中
せ

ら

れ
､

長
期
投

資
銀
行

鰻
系
の

分

立

は
一

億
づ

ソ

聯
邦
計

董

経

済
に

お

け

る

国
立

銀

行
の

統
御

機

能

与8 3



一

橋

諭
瓜

費

第
二

春

草
五

淡

36

完

成
し

冤
し

か

し

こ

の

改
革
に

塞
く
国
立

銀
行
の

自
動
的

信
用

授
輿

制
度
､

自
動
的
決
済
制
度
は

早

く
も
幾
多
の

故
隅
を

あ

ら
は

し
､

軸亡J

や
が

て

改

革
の

修
正

を

飴
儀
な

く
さ

れ

る

に

至
つ

た
｡

即
ち
一

九

三
一

年
一

月

十
四

日

及

び

三

月

二

十
日
の

諸
法
令
に

よ

少

自
動
主

義
は

清
算
せ

ら

れ

て
､

銀

行
に

ょ

る

経
済
機
関
の

統
制
が

著
し

く
強

此
さ

れ

た
の

で

あ
る
｡

二

ソ

聯
邦
の

銀
行
鰻
系
は

商
連
の

国
立

銀
行
(

ゴ

ス

バ

ン

ク
)

と
､

四
つ

の

長

期
投

資
銀
行
､

即
ち

エ

巣
銀

行
(

プ

ロ

ム

バ

ン

ク
)

､

農

7

セ

コ

パ

ン

ク

某
銀

行
(

セ

サ

ホ

ズ

バ

ン

ク
)

､

商
業
銀
行
(

ト

ル

グ
バ

ン

ク
､

こ

の

銀
行
は

. 一

九

三

六

年
ま
で

は

協
同

組

合
銀

行
と
い

は

れ
て

ゐ
渉

じ

及

び

中
央

公

共

事
業
銀
行

(

ツ
ェ

コ

ム

バ

ン

ク
)

と

か

ら

威
力
､

そ
の

外
特
殊

金

融
検
閲
と

し
て
､

財

務
人

民
委

点
部
の

監
督
下

に

あ
つ

て
､

一

般
国
民
の

預
金
を

吸

収

す
る

図
表
貯
金

局

が

あ

る
｡

国
立

銀

行
の

設
立

に

次
ぃ

で
､

一

九

二

二

年
二

月
の

滑
費
組

合
銀
行
設
立

を

初
め

諸
種
の

特
殊

鎗

行
の

開
設
が

行
は

れ

た
の

で

あ
る

が
､

さ

き

に

も

〓
貫
濁

れ

た
よ

う
に
､

一

九
二

八

年
乃
至
一

九

三

〇

年
の

信
用

制

度
改

欒
に

お

い

て
､

各
種
金

融

機
関
の

改

靡
や

業
務
の

欒
更
が

行
は

れ
､

長

期
投

資
銀

行
饉
系
が

分
立

せ

し

め

ら

れ

た
｡

そ
の

後
計
書

経

済
の

進
展
に

従
つ

て
､

専
門
的
知

識
と

技

術
を

要

す

る

機
積
的
な

基

本

的

設
備
の

投

資
機
関
整
備
の

必

要
が

痛
感

せ

ら

れ
､

第
一

次
五

ケ

年
計
喜
の

最
終

年
度
と

な
つ

た
一

九

三
二

年
の

五

月
に

至
つ

て
､

長
期

資
本
投

資
の

金

環
系
は

前
記
の

四

大

銀
行
か

ら

成
る

現

制

度
に

改

造
さ

れ

た
の

で

あ

る
｡

ブ

ー

ム

バ

ン

ク

こ

れ

ら
の

長
期
投
資
銀
行
は

聯
邦
財
務
人

民

委

長
都
の

管
下
に

属
し
､

エ

菓
銀
行
は

エ

業
､

交
通
及

び

通

信
の

基

本
的

設
備
に

封
し
て
､

セ

り

ホ

ズ

バ

ン

ク

†

ル

タ

バ

ン

ク

農
業
銀
行
は

国
営
農
業
､

コ

ル

ホ

ー

ズ

農
巣
及
び

撞
く
限
ら

れ

た

場
合
に

お

け
る

個
人

農
菓
の

資
本
需

要
に

封
し
て
､

商
菜

銀
行

は

原

則

卦

ト

か

■

･
≠

ヰ

叫
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∫
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丸

､

一

†

ヰ

1

一

れ

⊥
｢

‥

･

1

川

畑

と

し
て

商
業
及

び

協
同

組
合
の

住
宅

建
築
を

除

く
建
設
佗

封
し

て

和
知

か

掛

軒
数
私
行
は

公

共

草

葉
及

び

住
宅

建
粟
に

対
し

て

長

期
債

用

を

授
興

す
る
｡

長
期
投

資
銀

行
の

横
能
は
､

糾
計
喜
に

よ

り

基
本

的
建
設
に

投

下

す
べ

き

固
定
資
金
の

蒐
集
､

拘
建
設
に

関
す
る

決
臍

業
務
及

び

拘
建

設
資
金
の

利

用

を

建
設
計
喜
の

連

行
に

適
癒
せ

し

め

る

よ

う
､

い

は

ゆ
る

『

ル

ー

ブ
ル

に

ょ

る

溌
制
』

を

行
ふ

こ

と

に

求

め

ら

れ
､

そ
の

重
鮎
は

糾
及
び

例
の

棟
能
よ

り

も
､

む

し

ろ

何
の

機

能
に

置
か

れ

る
｡

即
ち
こ

れ

ら
の

銀
行
は

計

量
に

基
き
､

正

常
に

承

認
さ

れ

た

見

積

濠
算
を

備
へ

､

且

政

府
の

確
認
せ

る

建
設
表

に

記

載
さ

れ
て

ゐ

る

建
設
に

封
し
て

の

み

融
資
を

な

し
､

し

か

も
そ
の

資
金

の

用

途
に

つ

き

厳
重
な

監
督
を

行
ふ

の

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

銀
行
の

長

期
資
金
は
､

大
部
分
､

そ
の

藷

泉
む
ソ

聯
邦
国
民

所
得
の

基

本
的

再
分

配

磯
構
た

る

漁

算
か

ら
の

紳
助
金

印
ち

交
付
金
に

仰
ぎ
､

更
に

企
糞

力
至

経

済
横
閲
の

蓄

積
を

重
要

な

瀕
泉
と

な

し
､

そ

し
て

そ
の

融
通
は

交
付
金

ま

た

は

貸
付
の

形

式
で

行
は

れ

る

が
､

大

部
分

は

前

者
の

形

を

採
る
｡

困
螢
企

菓
へ

の

融

資
は

殆

ん

ど

全

く
交
付
金
の

形

で

行
は

れ
､

そ

し
て

こ

れ

は

利

彿
ひ

は

も
ち
ろ

ん
､

返
還
の

必

要

も
な
い
｡

か

く
の

如
く
､

ソ

聯
邦
の

長

期
投

資
銀
行
は
､

そ

の

資
金
の

源

泉
に

お
い

て

も
､

金
融
の

方
式
に

お
い

て

も
､

資
本
主

義
国
の

い

は

ゆ

る

銀
行
と

は

全

く
異

り
､

社
食
主

義
経
済
建
設
の

た
め

の

金
融
と
い

ふ

そ
の

目

的
に

應
じ
て
､

業
務
の

編
成
や
組

織
が

行
は

れ
､

銀
行
と

い

ふ

よ

り
は

む

し

ろ

長
樹
金
融

を
通

じ
て

の

経
済
計
量

遂

行

統
制
検
閲
と
い

へ

る

の

で

あ
る
｡

し

か

し

こ

れ
ら
の

銀
行
は

原

則

と

し
て

現

金

田

柄
の

事
務
を
取

扱
は

ず
､

挙
げ

て

国
立

銀
行
の

手
に
一

任
し
て

ゐ

る

の

で
､

中
央

銀
行
た

る

国
立

銀
行
は

ま

た

全

聯
邦
の

清
算

機
関

と

も

な

り
､

か

く
し

て

そ

れ
は
､

長

期
投
資
銀
行
を

補
助

翼
と

す
る

指
導
的
金
融
梯
閲
た
る

の

地

位
を

名
茸
と

も
に

保
障
せ

ら

れ
て

ゐ

る
｡

三

ソ

聯
邦
計
聾
経
済
に

お

け

る

国
立

銀

行
の

統
制
機
能
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一

席

諭

澤

第
二

巻

夢
五

狭

38

そ
の

設
立

後
新
経
済
政

策
時
代
を
通

じ
､

資
本
主

義
諸
国
の

中
央
銀
行
に

較
ペ

て

比

較
的
特
色
の

薄
か

つ

た

彗
止

銀
行
は
､

丁

九
二

八

8 6く
J

年
以
降
の

五

ケ

年
計
量

時
代
に

入

る

や
､

漸
く
ソ

聯
邦
猶
自
の

役
割
を

要

求

せ

ら

れ
､

一

九
二

九

年
六

月
に

至
つ

て
､

こ

れ
ま

で

適
用

さ

れ

て

ゐ

た
一

九
ニ
ー

年
十
月
の

定

款
が

改

正

さ

れ

た
｡

新
定
款
に

よ

れ

ぼ
､

国
立

銀
行
は
､

国
民
経
済
蟄
展
の
一

般
的
計
量

に

照

應
し

て
､

貨
幣
流
通
を

調
簡
し
､

エ

菓
､

農
業
､

商
業
､

運
輸
及
び

そ
の

他
の

経
済
諸
部
門
に

封
し
､

短

期
信
用

業
務
を

営
む

こ

と

を
そ

の

目

的

と

す
り

実

現

在
ソ

聯
邦
に

お

け
る

唯
一

の

短

新
宿
用

機
関
で

あ
る

国
立

銀
行
は
､

一

九
三

〇
年
の

信
用
改

革
を

契
横
と

し

て
､

計
量

経
済
遂

行
上

放
く
べ

か

ら

ざ
る

地

位
を

占
め
､

そ
の

後
屡
次
の

政

府
決
議
や

法
令
に

よ

つ

て

ま

す
′
＼
そ
の

重
要
性
新
二

見

め
ら

れ

た
｡

こ

れ
に

伴

っ

て

そ
の

行
政

上
の

楓

位
も
高
ま

少
､

一

九
三

八

年
一

月
､

国
立

銀
行
は

財
務
人

民
要

点
部
か

ら

猫
立

し

て
､

.
ソ

聯
邦
政

府
即
ち
ソ

聯
邦

人

民
委

員
合
議
に

直
屠
し
､

そ
の

親

裁
は

人

民
委

員
合
議
の
一

月
に

昇
格
す
る

こ

と
ゝ

な
つ

た
｡

計
量
経

済
に

ぉ

け
る

図
立

銀
行
の

役

割
に

つ

い

て

は
､

一

九
三
一

年
三

月

二

十
日

の

法
令

が

明

確
な

概
念
を

輿
へ

た
｡

そ

れ

に

よ

れ

ぼ
､

国
立

銀
行
は

川

社
食
佗

経

済
の

決
済
横
閲
な
ら

び

に

生

産

及
び

生

産
物
分

配
の

全

開
豪
的
計
算
装
置
と

な

り
､

拘

生

産

計
量
､

商
品

流
通

計
量
及

び

財
政

計
量
の

途

行
な

ら

ぴ

に

同
属
経
済
中
の

社
食
他
部

門
の

蓄
積
に

封
し
､

不

断
に

『

ル

ー

ブ

ル

に

よ

る

統
制
』

を

行
ひ
､

何

重

社
食
地

建

済
の

計
董

遂

行
を

促
進
す
る

基
本
的
梼
軒
と

し

て

の

企

業
及
び

合
同
･

土
フ

ス

ト

の

自
立

採
算
制
(

ホ

ズ

ラ

ス

チ
ョ

ー

ト
､

各

企

篭
は

国
民

顔
済
計

茸
に

よ
つ

て

輿
へ

ら

れ

た

任

務
の

範
囲

内
で
､

骨
計
上

の

額

立

性
を

有
し
､

且

こ

れ

に

封

し

責
任

を

負
ふ

倒
度
)

を

確
保
す
る

こ

と

紅
､

す

わ

か

も

●

ソ
ト

ー

ド

イ

ト

ド

ん

サ

.

一

打

阜
･

ト

■ト

阜
小

ト

b

か
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一

斗

√

ナ

小
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･
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叫

1

▲

､

一

†

叫

｡

･̀→

■

1

吋
り

叫

″

1

そ
の

基
本
的
任
務
を

輿
へ

ら

れ

た
｡

こ

れ

ら
の

任

務
は

互

ひ

に

相

聞
聯
し

て

社
食
主

義
経
済
の

建
設
に

重
大

な

寄
輿
を

な

す

も
の

で

あ
る

が
､

殊
に

第

拘
項
に

規
定
せ

ら

れ

た

任
務
､

即
ち

貨
幣
ル

ー

ブ

ル

乃
至

短

期

信
用

な

る

梅
軒
を

用
ひ

て

経

済
祷
闊
の

計

量

遂

行
を

統
御
せ

ん

と

す
る

任
務
は
､

『

ル

ー

ブ

ル

に

ょ

る

統
制
』

と

稀
せ

ら

れ
て
､

祀
禽
主

義
経

済
の

具

標
的
形

態
た

る

ソ

聯
邦
計
量

経

済
の

進
捗
に

最

も
直

接
的
な
､

且

本
質
的
な

閲
聯
を

持
つ

も
の

で

あ
る
｡

経
済
政

策
従
つ

て

計
量

を

枢
軸
と

す
る

ソ

聯
邦
経

済
に

お

い

て

は
､

聯
邦
人

民
委

員
合
議
直
属
の

国
家
計
量

委

員
合
(

ゴ

ス

プ

ラ

ン

)

の

手

に

よ

り
､

二
疋

の

事

績
を

経
て
､

一

定
期
間
の
､

綜
合
的
､

竺
的
な
､

国
民

経
済
計
量

が

構

立

さ

れ

る
｡

し

か

し
ゴ

ス

プ

ラ

ン

は

決

議
横
国
で

は

な
い

た

め

に
､

そ
の

作

成
し

た

計
量

案
は

人

民
委

員
合
議
の

確
認
を
求

め

な

け
れ

ぼ

な

ら

な
い
｡

計
量
の

期
間
は
､

五
ケ

年
と
い

ふ

よ

う

な

基

本
的

目

標
を

示

す

長

期
の

も
の

も
あ
る

が
､

具
慣
的
に

竺
ケ

年
を

以
て

基

本
と
し
､

更
に

驚
際
的

な

も
の

と

し
て
､

四

年
樹
､

言
月
､

十
五

日

等
の

如
き

短

期
の

も
の

が

あ
る
｡

事
驚
上

最
も
重
要

な

意
義
を

持
つ

の

は

年
計
量

及

び

四

年
顆
計
量
で

あ

る
｡

こ

の

国
民
経
済
計
喜

と

表

裏
の

関
係
に

立

ち
､

且
こ

の

計
量

を

囲
滑
に

連

行
せ

し

む
べ

き

油
の

役
勃
を

果
す
の

が

即
ち

金
融
計
量
で

あ
つ

て
､

こ

れ

は

貨
幣
の

動
き

を

伴
は

な
い

信
用

計
喜

と
､

貸
簡
取

引
を

掌
る

現

金
計
喜

と

に

分
れ
､

信
用

計
量

は

更
に

長

期
信
用

計

量

と

短

期

信
用

計
量

と
に

分

れ
る
｡

資
本
建
設
に

融
資
を

行
ふ

長

期

信
用

計
葺

は

各
閲
係
人

民

重

点
部
が
こ

れ

を

作
成
し
､

そ
の

連

行
に

は

人

民

委

員
合

議
の

確
認
を

経
て

後
､

さ

き
に

述
べ

た

長

期
投

資
諸
銀
行
が
こ

れ

に

あ

た

る
｡

短

期

信
用

計
量

と

現

金
計
葺
の

途

行
に

は
､

国
立

銀
行

が

そ
の

衛
に

あ

た
る
｡

か

ゝ

る

金
融
計
毒
に

お

い

て
､

茸
蒐
上

最
も
多
く
の

困
難
を

含
み
､

し
か

も
計
量
の

中
心

と

な
る

の

は
､

い

ふ

ま
で

も
な

く
諸
企

業
の

適
時
資
金
を

融
通
す

る

短
期

信
用

計

量
で

あ
つ

て

こ

れ

を

櫓
雷

す
る

寧
止

銀
行

望

是
に

は

ま

た

重
大
な
る

3 9

も
の

が

あ

る
｡

ソ

聯
邦
計
喜

経
済
に

お

け
る

国
立

銀

行
の

統
倒
壊

儀
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+

橋
､
静

養

第
二

巻

第
五

放

射

短
期
信
用

計
葺
の

作
成
は
､

長

期
の

そ

れ

と

苧
り
､

計
喜
の

途

行
者

誓
翌
銀
行
が

自
ら

こ

れ

に

栗
毛

翌
銀
行
の

短

期
信
用

紹

豊
頃
各

月
牢

固
毎
に

至
ら

れ
､

年

墓
豊
丁

備
は

さ

れ
て

も
､

極
め

芸
ざ
つ

ぼ

な

見

積

是
過

貰
ぃ
｡

計
喜

作
成
の

嘉
と

な

5

る

の

は

各
企

業
乃

至
経

済
棲
開
の

経
済
計
葺
で

あ
つ

て
､

仝

聯
邦
的
或

璧
ハ

和

国
的
意
義
の

企

業
は
､

そ
の

本
部
の

所
在
に

従
つ

て
､

モ

ス

ク

ヴ
ァ

の

堅
山

銀
行

本
店
若
く
は

地

方
支

店
に

資
料
を

提
出

す

る
｡

地

方
的

意
義
の

企

業
は
､

多
く
の

場

合
､

ヨ

リ

下

級
の

銀
行

単
位
､

即
ち

支

店
所

屠
の

出
張

所
に

資
料
を

提

出
す
る
｡

こ

れ

ら
の

資
料
と

し

て

放
く
べ

か

ら

ざ
る

も
の

は
､

次
の

四

年
親
に

誉
り

る

信
用

所
要

額
､

重

要
な

信
用
所
要

目

的
､

受

彿

琴
日

等
で

雪
て
､

監
厨
は

か

主
賓
料
を
､

鮒
に

提
出
せ

し

め

る

企

菓
の

管
菓
報

告
に

照

し
て

充

分

に

審
査

す
る
｡

そ
の

上
で

こ

の

審
査
に

基
き
､

出
張

所
の

信
用

計
量

が

作
成
さ

れ

る
｡

各
出
張

所
の

信
用

計
登

時
こ

れ

を

溌
拝
す

る

支

店
に

造

ら

れ
､

こ

主
賓
に

支

店
全

醍
の

信
用

計
憲

が

作
ら
れ
､

最
後
に

そ

れ

が

本
店
に

造

ら

れ

る
｡

本
店
で

は
､

重
工

業
､

軽
工

業
､

農
薬
等
の

如
く
各
脛
臍
部
門
別
に

設
け
ら

れ

た

管
理

局

に

そ

れ

寸
そ
の

計
喜

が

分

別
せ

ら

れ
､

か

く
し

て
.
部

門
別
に

集

中
さ

れ
た

支

店

の

計
葺

資
料

に

基

き
､

各
経

済
部

門
の

計
置

が

で

き

あ

が

る
｡

こ

れ

が

最
後
に

経
済
計
量

局
で

綜
合
せ

ら

れ
て
､

本

店
金

環
の

信
用

計
量

が

で

き

あ

が

る

の

で

あ

る
｡

国
立

銀
行

軍
事
禽
(

本
店
)

は

こ

の

信
用

計
喜
に

つ
■
き
､

各
行
政

官

座
長

官
と

折

衝
し
て
､

行
政

官

庭
の

見

積

p
と

自
己
の

そ

れ

と

が

矛
盾
し

な
い

か
､

或

竺
般
団
居
経

済
計

雫

漁
算
､

現

金
計
差

及

び

長

財
投
資
計

憲
と
敵
酷
し

な
い

か

ど

う

か

を
検

討
し

た

後
､

自
己
の

意

雷
添
へ

て

こ

れ

を

廟
邦
人

層
雲

鼻
骨

議
に

提
出
す
る
｡

も
し
こ

れ

ら
の

計
喜

間
に

不
調
和

が

農
ぼ
､

人

民

委

員
合
議
が

決
定
を

下

す
の

で

あ
る

が
､

い

づ

れ
に

せ

よ

こ

の

骨
議
の

確
認
を

経
て

始
め
て
､

仝

聯
邦
を

通

ず
る

攻

細
四

年
耕
の

国

立

銀
行
短

期
信
用

計
喜
が

成
立

す

る

の

で

あ

る
｡

確
定
し

た

信
用

計
喜
は

本

店
か
ら

行
政

諸
官

應
に

配

分
さ

れ
､

行
政

官
庭
は

更
に

自
己

の

智
晶
を

所
屠
の

合
同

(

ア

ブ
･

エ

デ
ィ

ネ

ヰ

ト

か

も

◆

･

ず

､

h

L
｢

如

ド

ル

し

.
←

恥

サ

メ

←

ト

中

-

【

･
や
申

抄

b

小
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ナ

小
､

｡
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～

h

､

メ

サ

1

叫

叫

一

斗

確

､

叫

印

一

ヽ

ヽ

-

三
､

企
菓
が

集
つ

て

!
フ

ス

ト

を

構
成
し
､

ま

た

特
殊
の

ト

ラ

ス

ト

が

聯
合
し
て

合
同
を

構
成
す
る
)

､

1

ラ

ス

ト

及

び

企

菓
に

剖

首
て

る
｡

合
同

や

と
フ

.ス

ト

は

真
に

そ

れ

を

所
属
企
菓
に

割
首
て

る

の

で

あ
る

が
､

そ
の

際
各
企
莫
の

信
用

最
高
限
度
を

定
め

る
｡

銀
行

は
こ

れ

を

審
査
の

上
､

信
用

限
度
表

を

作
つ

て

下

級
各
店
に

途

付
し
､

･
後
者
は

更
に

そ

れ

を

各
企

巣
に

遺
骨
す
る
｡

以
上

が

短

期
借
用
中

の

い

は

ゆ

る

計
喜

的

信
用
の

計
壷

作
成
及

び

割
首
過

程
な
の

で

あ

る

が
､

こ

の

過

程
に

お
い

て

賢
汝
に

あ

た

ヵ
､

そ

し
て

信
用

計
喜
の

茸

際
的

遂

行
に

あ

た

る

の

は

支

店
及

び

出
張

所
で

あ
つ

て
､

国
立

銀
行
本

店
(

理

事
食
)

白
身
は

直

接
信
用

巣

蕗
を

行
は

ず
､

た
ゞ

杢

標
的

な

信
用

計
喜

む

作
成
し
､

計
憲

連

行
に

関
す
る

指

令
を

輿
へ

､

且

重

安

行
網
が

そ
の

任
務
を

果
し
っ

1

あ

る

か

ど

う

か

を

監
督
し
て
､

全

般
的
に

計
量

遂

行
の

テ

ム

ポ

を

統
制
す
る

役

割
を

持
つ

に

過

ぎ

な
い
｡

か

く
の

如
く
､

■
信
用

計
喜
の

作

成
は

基

本
的
に

は

国
立

銀
行
理

事

昏
及
び

諸
官
庭
の

手

に

よ

少
､

そ
の

確
認
は

聯
邦
人

民
重

点
合
議
に

よ
つ

て
､

極
め

て

中
央

集
権
的
に

行
は

れ
､

計
量
の

連

行

即
ち

信
用

の

劃
首
及
び

直
接
的
授
輿
は

逆
に

地

方

分

樺
的
に

行
は

れ
て

ゆ
く
の

で

あ
る

が
､

こ

れ

は

ソ

聯
邦
信
用
計
毒
制
度
の

著
し

き

特
徴
と
い

つ

て

よ

か

ら
う
｡

国
立

銀
行
の

輿
へ

る

短

期

信
用

に

は
､

右
の

計
違

的

信
用
の

外
に
､

翰
遺

伝
用

及
び

非
計
憲

的

信
用
の

二

穫
が

あ

ぇ

前
者
は

翰
速

中

の

商
品

を

揖
保
と

す
る

信
用
､

後
者
は

企

巣

自
照
の

責
任
に

基

か

な
い

客
観
的
原

因
に

よ
つ

て

生

産
及

び

商
品
流
通
か

ら

蟄
生

す
る
】

時

的

資
金
難
を

カ
バ

ー

す
る

た

め
の

計
喜

外
信
用
で

あ

る
｡

鞄
送

信
用

は
､

販
安
着
が

商
品

敬
遠
の

時
か

ら

購
入

者
の

代
金
支

沸
を

受

け
る

ま

で

の

間
､

或
は

購
入

者
が

信
用
状
迭

附
の

時
か

ら

商
品
代
金
の

支

彿
完
了
の

通
知
を

受

け
る

ま

で

の

問
の

邁
樽

資
金
不

足

を

救

ふ

た

め

に
､

必

然
的
に

要

求

す

る

信
用
で
､

国
立

銀
行

貸
付
菓
蕗
の

う

ち
､

最
も
頻
繁
に

利
用

せ

ら

れ
る

も
の

ゝ

一

つ

で

あ

る
｡

⊥
こ

の

信
用

は

そ

q
′

4 1

の

性

質
上

頗
る

攣
易
性
に

富
み
､

従
つ

て

汲
め

確
定
的
な

計
葺

畏
て

る

こ

と
は

困

難
な
の

で
､

国
立

銀
行

本

店
は
､

信
用

計
喜

検
討
の

ポ

リ

囁
邦
計
萱

経
済
に

お

け

る

国
立

銀

行
の

統
御
墳

髄



{り
一4

一

席

論

叢

第
こ

巻

第
五

洗

際
､

各
地

方

支

店
の

革
め

に

砲

撃
信
用
に

野
す
る

幾
信
用

額
を

概
算
的
に

決
定

し
､

支

店

誉
れ

を

各
出

撃
所
に

警
て

る
｡

各
出

張

所

9 ｡

は

企
業
の

契
約
を

靂
と

し
て

彗
信
用
の

四

年
期
限

皮
を

決
定
し
､

そ
の

範
囲
内
に

お
い

て

茸
際
の

商
品

積

由
額
に

應
じ

信
用

を

授
輿

5

す
る

の

で

あ

る
｡

非
計
毒

的
信
用
は

信
用

計
喜
の

嘩
外
に

あ
る
､

い

は
ゞ

例
外
的
な

布
衣
で
､

雷
経

済
横
閲
の

計
喜

連

行

が

申

寂

或
は

停
滞
せ

る

璧
ロ

､

そ
の

障
碍
を

排
除
し
て

そ
の

遂

行
を

助
け
る

た

め
に

の

み

授
興
さ

れ
る

も
の

で

あ

る
ヶ

非
計
量
的
と
は

い

つ

て

も
､

そ

れ
は

決
し

て

無

計

壷

を

意
味
す
る

の

で

は

な

く
､

た
ゞ

貸
付
の

基

礎
が

濠
想
外
の

障
碍
に

あ
る

と
い

ふ

事
驚
か

ら

凍
て

ゐ
る
｡

そ
れ

ゆ
ゑ

こ

の

信
用

も
だ

い

た
い

蠍
送

信
用

の

場
合
と

同

棲
､

本
店
に

ぉ

い

て

次

の

期
間
に

必

要

と

す
る

額
を

概
算
的
に

見
積
り
､

こ

れ

を

下

級
機
関
に

割
首
て

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

信
用
の

蓮
用
は
､

そ

れ
が

放
慢
に

流
れ

る

時
に

は
､

信
用

計
量
垂

餞
を

破
壊
す
る

廣
れ

が

暫
芸
で
､

各
貴

行
は

そ
の

貸

付
に

あ

た

カ
､

勃
雷
て

ら

れ
た

信
用

限

度
に

従
ふ

と

共
に
､

特

別
惧
重
な

注
意
を

要

求

せ

ら

れ

る
｡

非

計
量

的
信
用

は

経

済
磯
閲
に

封
す

る

最
も
渾
力

的
な
､

そ
し

て

最
も
峻
厳
な

統
制
手

段
と

な

り

得
る

の

で

あ

る

が
､

こ

の

事

茸
に

着
目

し
て

そ
の

道
用

を

行
ふ

な

ら
ぼ
､

信

用

政

策
の

活
動
に

大
き

な

分

野
を

捷
供
す
る

で

あ
ら

う
｡

国
立

銀
行
の

い

は

ゆ

る

『

ル

ー

ブ

ル

に

よ

る

溌
制
』

は
､

以
↓
の

如
き

信
用

機
構
及
び

短
期
信
用
の

性
質
の

う

ち
に

そ
の

基

警
晶
ハ

ヘ

ら

れ

る
｡

短
期

信
用

は
､

そ
の

目

的
が

特
定
し
､

且

国
営
企
業
に

封
す
る

長

期
信
用

と

異
つ

て

返
遠
軽
を

帯
び
､

し
か

も
樹
限
付
き

で

あ

る

の

を

原

則
と

す

る
｡

こ

の

原

周
に

よ

つ

孟
ハ

へ

ら

れ

た

信
用
が
､

そ
の

原

則
に

従
つ

て

償
還
さ

れ
る

と
小

ふ

こ

と

は
､

企

業
乃
至
経

済

横
閲
が

そ
の

輿
へ

ら

れ

た

計
喜

を
順

調
に

連

行
す
る

と
小

ふ

促
件
の

↑
に

始
め

て

可

能
な
の

で

あ
つ

て
､

経

済
横
顔
が

銀
行
に

封
し

信
用

の

適
正

な

償
還
を

な

し

待
な
い

の

は
､

そ
の

脛
済
計
量
の

不
遂

行

を

意
味
す
る
｡

こ

1

に

い

は

ゆ

る

『

ル

ー

ブ

ル

に

よ

る

統
制
』

の

可

能

ゃ

ゃ

み

ふ

ヰ

ノ
ー

中

一

〆

一

札

や

か

が
･

や

F

一

斗
ビ

ト

b

･小



叶

1

ヰ

∫

十

や
､

1

叫

叫

ヽ

ー

メ

サ

叫

叫

叫

-

1

一

､

ヰ

J

′一

性
が

原
則

的
に

認
め

ら

れ
る

わ

け
で

あ

る
｡

し

か

ら

ぼ

か

ゝ

る

統
制
は

葦
際
い

か

に

し
て

行

は

れ

る

か
｡

さ

き

に

述
べ

た

計
量

的

信
用

は
､

経

済
検
閲
の

経

済
計

量

に

ょ
つ

て

見

込

ま

れ

て

ゐ

る

流

動
資
産

(

原
料
､

燃
料

及

び

そ
の

他
の

資
本
財
)

の

一

時
的
増
加
に

基

く
流

動
資
金
の

一

時
的

需
要

を
カ

バ

ー

す

る

た

め

打

品
ハ

へ

ら

れ
る

信
用
で

あ
つ

て
､

そ

れ
は

各
経
済
横
鰭
の

日
豪
運

樽
資
金
を

超
え
る

部
分
に

封
し

て

貸
付
け
ら

れ

る
｡

自
家
運
樽
資
金
と

は
､

一

九
三
一

年
七
月

廿
三

日

の

法
令
に

よ

り
､

経
済
横
閲
が

そ
の

計
喜

連

行
に

必

要

と

す
る

最
少

限

度
の

流
動
資
金
を
カ

バ

ー

す
る

た

め
､

借
入

金
と

し
て

ゞ

は

な

く
自
己

資
本
と

し
て

所
有
す

る

こ

と

を

許
さ

れ

た

資
金
で

あ
つ

て
､

こ

れ

は

横
関
白
身
の

蓄
積
に

よ

る

と

共

に
､

不

足

分
は

国
家
漁
算
に

よ

っ

て

充

首
さ

れ

る
｡

こ

の

自
家

蓮
挿
資
金
は

国
立

銀
行
が

融
資
を

決
定
す
る

際
の

規
準
と

な

る

の

で

あ

る

が
､

か

く
し
て

経

済
機
闊
の

借
入

資
本
と

自
己

資
本
と

を

峻
別

せ

し

む

る

ー
一
企

業
は

本
来
国
有
乃
至
公

共

有
で

あ

ゎ
､

銀
行
は

国
有
で

あ
る

か

ら
､

厳
密
な

意
味
で

は

両

者
は

直
別
し

得
な
い

が

1
こ

と
に

よ

り
､

企
業
の

自
立

採
算
制
が
い

つ

そ
う

覿

此
さ

れ

た
の

で

あ

る
｡

と

も
あ

れ
､

計
喜

的

信
用
の

授
輿
は

更
に

季
節
的
の

蓄
積
(

例
へ

ば

農
業
に

お

け
る

季
簡
的

な
ス

ト
ッ

ク

む

増
加
)

に

封
す
る

貸
付

と
､

季
簡
的
生

産
過

程
に

基

く
諸
費
用

(

例
へ

ぼ

春
蒔
作
業
の

際
の

耕
怒
､

播
種
等
に

封
す
る

支

出
)

に

封
す

る

貸
付
の

二

種
に

分

れ
て

ゐ
る
｡

こ

の

貸
付
を

国
立

銀
行
支

行
(

出

張

所
等
)

に

要

求

す
る

場

合
に

は
､

経
済
横
膵
は

そ

の

現

在
所
有
す

る

流

動
資
産

に

閲
す
る

調

書
を

提
出
し

な

け

れ
ぽ

な
ら

な
い
｡

銀
行
克

行
は

そ

の

詞
書
と
､

該
経
済
横
閲
の

持
つ

て

ゐ
る

自
家
運

樽
資
金
に

関
す
る

報
告
及
び

漁
め

確
認

せ

ら

れ

た

信
用

限

度
と

を
比

密
封
照
し

て
､

そ
の

信
用

限
度
内
に

お
い

て

自
家
蓮

樽
資
金
む

超
え
る

部
分
に

封
し
て

貸
付
を

行
ふ
｡

し
か

43

も
損
失
を

補

填
す

る

た

め
の

信
用

は

輿
へ

な
い
｡

そ
し

て

そ
の

際
､

経

済
検
閲
の

財
務
状
態
に

閲
す
る

監
察
が

行
は

れ
る

わ

け
で

あ
る
｡

ソ

聯
邦
計

董
経
済
に

お

伊
る

国
立

銀

行
の

統

御
墳
髄

5 9 Ⅰ



. 】

癖

･
幹

章

夢
二

巻

夢
五

洪

出

払

還
信
用

は

生
産
及

び

商

畠
適
の

増
減
に

伴
つ

て

伸
縮
し
､

極
め
て

渾
力

性
に

富
む

だ

け
に
､

蒜
濫
用
の

可

能
性
が

多
く
､

従
つ

て

好
一

ヽ
一

そ
の

授
輿
に

つ

い

て

は
い

つ

そ

う

綿
密
な

注
意
を

必

要
と

し
､

商
品

積
出
に

関
す
る

受

信
者
の

提
出

書
類
に

つ

い

て

は

詳

細
且

厳
格
な

審

査
が

行
は

れ
る
｡

非
計
書

的

信
用

授
輿
の

場
合
に

は

更
に

そ
の

程
度
を

強
め
て
､

銀
行
は

信
用

授
輿
の

客
隆
が

存
在
す
る

か

香
か

を

検
す

る

だ

け
で

な

く
､

経

済
検
閲
の

財
政

妖

魔
を

全

面

的
に

慎
重
に

調
査

す
る

義
経
を

課
せ

ら

れ
る
｡

か

く
の

如
く
､

銀
行
は

貸
付
を

行
ふ

場

合
に

企

業
を

財

務
方

面

か

ら

統
制
監

督
す

る

だ

け
で

な

く
､

貸
付

後
に

も
そ
の

恒
常
的
な

統
制

の

手

綱
む

壌
め

て

は

な

ら

な
い
｡

そ

こ

で

銀
行
は

貸
付
期

間
中

十
日

毎
に

腔

済
墳
開
か

ら

そ
の

資
産
状

霹
に

蹄
す
る

語
調
書
を

提
出
せ

し

め
､

こ

れ

を

充

分

瞼

査
す
る

と

同

時
に
､

ま

磨
こ

れ

と
､

同

じ

く

そ
の

磯

聞
か

ら

敬
す

る

報
昔
バ

ラ

ン

ス

な

る

も
の

を

此

密
封
照

し
て
､

こ

れ

ら
の

報
告
が

正

し
い

か

ど

う

か
､

輿
へ

ら

れ

た

信
用

が

そ
の

日

的
に

従
つ

て

用
ひ

ら

れ
て

ゐ

る

か
■
ど

う

か
､

ま

た

計
喜
に

合
致
し
て

ゐ
る

か
ど

う
か

等
の

事
驚
を

調
べ

る
｡

季
節
的

計
量

借
用
の

場
合
に

は

原

料
用
､

炊
料
用
､

製
品
用

等
の

如
く
流
動

資
産
別
に

限
度
を

限

っ

て

貸
付
け
ら

れ
､

そ
の

制
限
は

厳
格
に

守
る

こ

と

を

要
し
､

そ

し

て

こ

の

日

的
別
信
用
間
の

流

用
に

つ

い

て

は

銀
行
の

許
可

を

要

す
る
｡

も
し

検

査
の

結

果
､

事
驚
に

異
る

報

骨
を

蟄
見
し

た

場
合
に

は
､

報

告
者
に

封
し
て

刑
事
上
の

責
任
を

間
ひ
､

ま

た
か
1

る

検
査

監
督
の

間
に

不

都
合
を

蟄
点
す

れ

ぼ
､

就
中
企

菓
相
互

間
の

信
用

即
ち

商
菓
信
用
の

授
輿
を

蟄
点
し

た

場
合
に

は
､

銀
行
は

企

業
に

暫
し

種
々

の

腰
迫
を

加
へ

る
｡

こ

の

報

骨
書
換
閲
の

外
に
､

銀
行
は
､

す
で

に

信
用

授
輿
の

際
そ
の

存
否

や

茸
在
高
を

確
め

た

檜
保
物
件
に

つ

き
､

そ

の

後
二

ケ

月

に

二
岡

以
上

は

全

面

的
槍
査
を

行
ふ

こ

と

を

要

し
､

現
物
検
査
の

困

難
な

敬
遠

信
用
の

場

合
に

も
､

四

年
期
に
一

周

以
上
の

検
査
を

し

な

け
れ
ぼ

な

ら

な
い
｡

こ

の

結
果
捨
保
物
件
の

数
量
不

足

を

蟄
点
し

た

場

合
に

は
､

飴
分

に

腰
興
さ

れ

た

信
用

は

直

ち
に

回

収

を

腐
ら
な

け

れ
ぼ

な

ら

な
い
｡

ま

た

貸
付
金
が

適
宜
適
時
に

償
還
さ

れ

な
い

と
い

ふ

こ

と

は
､

企
業
の

経
営
活
動
が
ノ

ー

マ

ル

で

な

い

こ

♯

一

本

も

ー

ヰ
′

-

仙

ド

リ

L
h

r

ヽ

サ

ぅ

ー

ド

勅

.

甲

卜

書

ゃ

や

わ

･≠
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叫
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叫

1

由

一

1

1

1･

叫
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月

と
の

徴
候
と

見
な
さ

れ
る

か

ら
､

銀
行
は

直
ち

に

そ

の

経

済
磯
閲
に

封
す
る

信
用

授
輿
を

停
止

し
､

そ
の

決
済
勘
定
へ

は

い

つ

て

来
る

あ

ら

攣
る

流

入

資
金
か

轟
り

貸
付
金
の

償
還
に

空
し

､

心
し

そ
れ

で

も
不

充

分
な

場

合
に

は
､

銀
行

は

捨
傑
物
件

を

艶

型
貿

却
し
て
､

そ
の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

償
還
に

率
て

る
｡

尊
貴
す
る

と

こ

ろ
､

銀
行
は

計
量

の

遮

行
に

必
要

な

短

樹
信
用

姦
興
し
､

且

そ

の

信
用
の

妄
期
限
に

考
け
る

返
還

＼

を

要

求

す
る

こ

と
に

よ
つ

て
､

経
済
横
閲
の

計
喜

途

行
む

監
督
す
る
､

即
ち

『

ル

ー

ブ
ル

に

よ

る

統
制
』

を
行
ふ

の

で

あ

る
｡

国
立

銀
行
は

か

く

厳
重
な

計
量

連

行
の

監
督
を

な

す

言
､

そ
の

信
用

政

策
に

よ

つ

て

積
極
的

な

計
喜
途

行
の

助
長
方

策
を

も
講
ず
る
｡

例
へ

ば
､

種
々

の

経

済
部
門
に

お

い

て

不

可

避
的

竺
時
的

な
ス

ち
ク

が

集
積
せ

ら

れ
､

そ

の

部
門
の

企
巣
が

直

壊
そ
の

ス

ト
ッ

ク

の

通

常
な

利

用

方
法
を

蟄
見
し

待
な
い

場

合
､

こ

れ

を

他
の

有
数
に

利

用

し

得
る

部
門
に

廻

す
こ

と

を

慈
恵
す
る
｡

そ
の

た

め
に
､

銀
行
は

か
ゝ

る

財

貨
の

摘

蟄
や

活
用

窒
息

る

企

業
に

信
用

の

授
輿

を
停
止

或
は

縮
減
し
､

か
ゝ

る

財

貨
の

利

用

を
行

ふ

経

済
横
国
に

封
し
て

は

非

計
量

的

信
用
の

授
輿
を

行
ふ

の

で

あ
る
｡

さ

き

に

も
述
べ

た
よ

う
に
､

経

済
機
関
を

相
手

と

す
る

以

上
の

信
用

業
務
に

竺
切

現

金
を

用
ひ

ず
､

帳
簿
上
の

廃
理

を

行

ふ
｡

-

企

業
､

義
行
､

一

勘
定
と

も
い

ふ

べ

き

原

則
に

よ

つ

て

各
経
済
横
閲
は

国
立

銀
行
に

決
済
勘
定
を

持
つ

て

笹
る

が
､

こ

の

南

勘
定
は

本

質
的
に

大
差
な

く
､

雷
決
済
勘
定
は

主

と

し
て

企
巣
聞
の

決
済
を
､

首
座
勘
定
は

主

と

し
て

銀
行
の

貸
付
を

取

扱
ふ
｡

多
く
の

場

合
､

企
莫
は

決
済
勘
定
の

み

を

持
ち
､

国
庫
の

融

資
に

よ
つ

て

成
立

す
る

諸
墳
闊
は

首
座

勘
定
の

み

を
持
つ

て

ゐ
る
｡

経
済
横
開
聞
の

取

引
決

済
は

す
ペ

て

銀
行
に

よ

少
､

一

挺

済
横

開
の

決
済
勘
定
か

ら

他
の

経

済
機
関
の

そ

れ
へ

振
替
へ

て

行
ふ
｡

こ

の

よ

う

み
決
済
業
務
の

国
立

銀
行
へ

の

集

中
は
､

銀
行
の

統
制
機
能
を

著
し

く
窺
此
ん
て

ゐ

る

の

で

あ

る
｡

3

4 5

･
信
用

に

羞
誓
芳
で

は

な
い

が
､

現

金
計
喜
の

分
野
に

お
ト

て

も

翌
銀

行
は

括
潜
な

焉
機
能

嘉
し

芸
る
｡

翌
銀
行
↑

5ウ

リ

囁
邦
計
萱

纏
済
に

お

け
る

国
立

銀

行
の

統
潮
境
髄
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敵
機
閲
は

各
企
業
､

各
合
同
､

一■
協
同

組
合
､

嘉
投

資
銀
行
､

貯
金
局

等
の

提
出
す
る

現

金

単
文

墓
に

基
い

て

そ
の

管
轄
地

方
の

計
喜

9 4
亡
J

を

た
て
､

こ

れ
が

順
次

上

級
横
閲
に

審
査

綜
合
せ

ら

れ
て
､

最
後
に

本
店
で

全

図
の

現

金

計
暑

が

纏
め

ら

れ

る
｡

か

く
し
て

そ

の

現

金
計

違

が

確
認
さ

れ
1

ぼ
､

ま

た

そ

の

割
雷
が

段

階
的
に

銀
行

顧
客
に

ま

で

及

ぶ
｡

現

金

計
喜
に

は

信
用
の

場

合
の

如
く

『

限
度
』

の

適
用
は

な

い
｡

■
し

か

し

こ

れ

嘩
企

業
が

琴
手

に

硯

苦
慮
理

し

得
る

と
い

ふ

こ

と

を

意
味
し

な
い
｡

企
業

が

引
出
し

得
る

現

金
は

原

則
と

し

て

賃

銀
､

俸
給
､

経
常
費
､

運

搬
費
等
に

限
ら

れ
､

こ

れ

を

決
済
勘
定

か

ら

引

出
す

璧
昆
は
､

そ
の

日

的
及

び

用

途
を

銀
行
に

明
示

せ

ね

ぽ

な

ら

な
い
｡

但
し

小

東
商
巣
横
閲
に

封
し
て

は
､

計
喜

外
の

安
男
防
止
の

た

め
､

現

金
の

み
に

よ

る

を

原

則
と

す

る
｡

こ

れ
ら

現

金
と

し

て

引
出
し

得
る

も
の

去
ノ

ち
､

賃
銀
に

つ

い

て

は
､

特
に

銀
行

は
こ

れ

を

検
査

し

得
る

の

で

あ
つ

て
､

こ

1

に

も
現

金
事

務
専
管
の

国
立

銀
行
に

統
制
監
督
の

役

割
が

課
せ

ら

れ
て

ゐ

る

わ

け
で

あ
る
｡

生

産
手

段
が

社
食
此
さ

れ
､

生

産
と

分

配
と

が

意
識
的
に

計
量

に

よ
つ

て

決
定
さ

れ
､

同

時
に

労
働
の

配

分

も

計

量

的
に

決
定
さ

れ
る

敢
倉
主

義
社
食
と

し

て

の

ソ

聯
邦
に

お
い

て

は
､

本

来
の

意
味
に

お

哲
る

商
品
生

産
は

あ

り

得
ず
､

従
つ

て

貨
幣
の

廃
棄
が

行
は

れ
ね

ぽ

な

ら

ぬ

わ

け
で

あ

る

が
､

ソ

聯

邦
の

現

茸
に

ぉ

い

て

は

な

ほ
､

生

産
力

が

充

分

蟄
達

し
､

分

配
機
梼
の

完

成
せ

る

高

度
の

敢
倉
皇

義
経
臍

に

至

ら

ず
､

流
通
な

ら

び

に

真

珠
手

段
と

し
て

貸
簡
が

有
産
す
る
｡

ソ

聯
邦
に

お

い

て

は
､

貨
幣
は

更
に

社
食
主

義
建
設
の

梼
軒
と

し
て
､

こ

の

困
猫
特
の

役
割
を

輿
へ

ら

れ
て

ゐ
る

が
､

と

も
あ

れ

か

1

る

貸
借
の

有
韓

す
る

限
り
､

信
用

も
ま

た

そ

の

存
在
を

基

礎
づ

け

ら

斬

る
｡

社
食
主

義
経

済
の

建
設
が

進
み
､

国
民
経
済
の

社
食
此

及
び

計
喜
此
が

進
展
す
る

に

従
つ

て
､

金
菜
相

互

間
の

信
用

授
受

即
ち

商
巣
伝

ヰ

ト

†.

小

一
巾

ノ
ー

如

い

}

ト

ト

叫

¶

.う
′

か

ぃ

珊

.､

ゲ

ト

さ

す

軒

ゎ

ー



本

一

す

■

一

本

ト
ゝ

+

叫

叫

}

一
㌧

-

〃

サ

ー

叫

叫

叫

叫

1

1

､

叫

メ

カ

用
の
､

計
葺

経
済
化
に

封
す
る

基
本
的
障
碍
作
用

は

堪
え

が

た

く
な

り
､

途
に
一

九
三

〇
年
の

信
用

改

革
に

よ

つ

て
､

商
業
信
用

は

廃
止

さ

れ
､

信
用

は

す
べ

て

銀
行
信
用

に

統
一

さ

れ
る

に

室
つ

た

が
､

さ

な

き

だ

に

金

融
検
閲
中
に

占
め

る

そ
の

指

導
的
地

位
を

高
め
つ

1

あ

つ

た

国
立

銀
行
は
､

こ

れ
を

契
機
と
し

て
､

計
量

経

済
連

行
上
の

地

位
を

本

質
的
に

高
め

ら

れ

た
｡

即
ち
､

こ

の

信
用

改

革
は
､

国
民

経

済
の
･
社
食
他

部
分
の

歴
倒
的
増
大
及

び

経

済
過

程
計
量

他
の

著

し
い

進
展
あ
つ

た

が

た

め
に

始
め
て

可

能
で

あ
つ

た
し
､

ま

た
逆
､
に

こ

の

信
用

改

革
は
､

信
用
の

計
量

化

及
び

信
用

計
量
と

経
済
計
量

と
の

密

接
な

聯
閲
を

進
め

る

上

に

絶
大
な

功

蹟
を

致
し

た
の

で

あ
つ

た

が
､

国
立

銀
行
は
､

こ

の

改

革
に

基

き
､

経

済
碑
閲
の

蓬

韓

資
金
を

賄
ふ

べ

き

短

期
信
用

を
､

猫
占
的

に
､

且

直

接
に

授
興

す
る

こ

と
に

よ

つ

て
､

銀
行
と

経

済
横
開
聞
の

直

接
的

連
繋
む

も
た

ら

し
､

従
つ

て

信
用
と
経

済
計

量

と
の

問
に

不

可

分
の

関
係
を

確
立

し

た
の

で

あ

る
｡

そ

の

後
数

次

の

信
用

改

革
の

修
正

や

展
開
を

経
て
､

国
立

銀
行
は

現

在
の

如
き

短

期
信
用

計
墨
の

作
成
な
ら

び

に

苦
行

横
閲
と

な

り
､

敦

済
横
国
と

な
つ

て
､

い

よ

く
そ
の

地

位
に

重
き

を

加
へ

た
の

で

あ

る
｡

既
に

観
て

釆
た
よ

う

に
､

国
立

銀
行
は

信
用
の

授
輿
に

よ

つ

て

経
済
機
関
の

計
量

連

行
を

助
長
す
る

だ

け
で

な

く
､

『

ル

ー

ブ
ル

に

よ

る

統
制
』

に

よ

つ

て
､

貸
簡
の

側
か

ら

計
量
の

途

行
を

監
督

統
制
す
る
｡

即
ち
､

経

済
計
喜
の

完
全

な

遊

行

登
別

提
と

す
る
､

短

期
信
用

の

∵
定

期
限
に

お

け
る

返
還

を
求

め
る

こ

と
に

よ

つ

乍
､

統
制
す
る
｡

ソ

聯
邦
で

は
､

.
資
本
主

義
経
済
に

お

け
る

が

如
く
､

利

潤
追
求

を

目

的
と

す

る

も
の

と
い

ふ

意
味
で

の

貨
幣
の

資
本
此

は

な
い

の

で

あ

る

が
､

し

か

し

貨
幣
乃
至

信
用

は
､

か

く
の

如
き

統
制
を

通

じ
て
､

社
食
的

計
量

の

途
行
､

従
つ

て

社
食
主

義
的

蓄
積
乃
至

社
食
主

義
的

鏡
大
再

生

産
の

茸
現
に

寄
興
す
る

と
い

ふ

ソ

聯
邦
猫
特
の

棟
能
を

負

捺
し

た
の

で

あ

る
｡

こ

の

困
の

計
量

経

済
に

お
い

て

は
､

生

産

及
び

商
品
流

通
の

全

過

程
は

濠
め

経
済
計
量
に

よ

つ

て

厳
重
に

規
制
せ

ら

一

一ヽ

47

れ
､

こ

れ
に

財
政

計
量

な

ら
び

に

金

融
計
量

を

綜
合
せ

る

も
の

が

照

應
し
て
､

ヨ

エ
ロ

買
の

仝

醍
的
､

溌
山

的

経

済
計
量

が

構
成
さ

れ
る
｡

5 9

ソ

聯
邦
計

葺
経

済
に

お

け

る

国
立

銀

行
の

耗
儲

機

能



一

橋

論

叢

第
二

巷

第
五

琴

4 8

か

1

る

経

済
横
楕
の

う

ち

に

あ
つ

て
､

国
立

銀
行
は
､

い

か

に

生

産

棟
構
と

金
融
横
棒
と
の

有

墳
的

囲
聯
を

保
ち
､

そ

し
て

計
喜
経

済
の

〆
一

.､J

遂

行

を
完
全

な
ら

し

め
る

か
｡

も
ち

ろ

ん

長
樹
投

資
銀
行
及

び

そ
の

他
の

金
融

機
関
を

重
要

な

補
助

翼
と

す

る

と

は

い

へ

､

こ

の

分

野
に

ぉ

け
る

国
立

銀
行
の

役

割
の

重
大
さ

は
､

け
だ

し

息
ひ

牛
ぽ

に

過

ぐ
る

も
の

が

あ
ら

う
｡

こ

の

役
割
の

重
大
さ

は

昔
然
統
制
技
術
の

蟄
居
を

要

求

す
る
｡

幼
稚
な

技
術
は

計
喜
制
度
の

長
所
た

る
一

国

資
金
の

合
理

的
な

再

分

配

を

妨
げ
､

仝

鰻
的
な
経

済
の

蟄
展
屈

も
影
響
す
る
｡

信
用

計
喜
が

緻
密
に

た
て

ら

れ
て

ゐ

れ

ぼ

ゐ

る

ほ

ど
､

ま

た

複
雑
で

あ

れ
ぼ

あ

る

牲

ど
､

計
室
外
の

欒
動
が

起
つ

た

場

合
の

混
乱
が

漁
想
さ

れ
､

従
つ

て

こ

れ

を

避

け
る

た

め

に

も

蟄
達
せ

る

技
術
が

要

望
さ

れ
る
｡

技
術
的

困
難
と

共
に

克
服

さ

る

ペ

き

は
､

信
用

業
務
遂

行
上
の

横
城
主

義
､

官
僚
主

義
で

あ
つ

て
､

こ

れ

は

計
量
経
済
一

般
の

殆

ん
ど

展
性
と

も

散
ら

る

べ

き

政
略
で

あ

少
､

そ

れ
だ

け
に

そ
の

排
除
に

は

不

断
の

周
密
な

柱
意
を

要

す
る
｡

そ

れ

ゆ
ゑ
､

国
立

銀
行
の

『

ル

ー

ブ

ル

に

よ

る

統
制
』

に

ぉ

い

て

も
､

そ
の

内

在
的
な

矛
盾
の

生

長
に

在
意
を

怠
つ

て

は

な

ら
ぬ

で

あ

ら

う
｡

碗

一

斗

木

々

▲
且

｢
l
･

一

ト

軸

ド

ル

し
バ

ー

≠

ヤ

＋

か

ト

如

申

卜

書
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